
                                        
 

 

 

 

  

「１月、行く月」「２月、逃げ月」「３月、去る月」とよく言われますが、あっという間に１月が 

終わり２月に突入です。残りの登校日数が、６年生は残り２３日、５～１年生は残り２４日 

となりました。１日１日を大切に過ごしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       大変寒い日が続いています。お子さんの健康状態やご家庭の事情で、車で送迎 
をされる際は、寿楽園前の市民駐車場で、お子さんは乗車・降車するようにお 
願いいたします。 
子ども達の安全な登下校のために、引き続きご協力よろしくお願いいたします。 
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３学期がスタートし、約１カ月が過ぎようとしています。始業式で生徒指導主事から『集団行動がさ

らにしっかりできるようになろう』という話をしました。地震など命に関わることが起き、避難をしなけ

ればならない時、安全に行動をするために必要なことは、『集団行動ができるかどうか』です。始業

式の話から子どもが集団行動を意識していることが伝わってくるようになりました。授業前のチャイム

黙想ができていること。放送が始まったら静かに聴いていること。昼休みが終わったら、掃除場所に

無言で移動し、黙想ができていること。くつやうわばき、トイレのスリッパが並んでいること。などです 

 学年の締めくくりの時期です。まだまだ福小の子ども達がレベルアップできるように、ご家庭でも引

き続き、見守りをよろしくお願いします。 

 

命を守ることにつながる集団行動 

６年生の靴箱の様子…かかとが
しっかりとそろっています。さすが！ 

トイレスリッパの様子…どこのトイ
レもこの状態が続くとよいです。 

清掃前の整列、黙想の様子…静
かな状態から清掃スタートです。 

 

 
  

 先月、ボランティア委員会の児童が中心となり、ユニセフ募金の活動を行いました。【すべての子

どもに、      を。】は、募金ポスターに書かれている言葉です。先日配付したプリントにもありま

したように、２週間という短い期間で、３７，８７５円とたくさんの募金が集まりました。ご協力ありがとう

ございました。世界には、毎日食事ができない、安全な建物で過ごせない、学校で勉強ができないな

ど、日本では考えられないような生活をしている子ども達がいます。募金活動の期間で、世界の子ど

も達の様子に目を向けたり、今の生活は当たり前ではなく幸せなことだと考えたりする機会になれば

いいなと考えます。今後も何か協力できることを考え、取り組んでいきたいと思います。 

 

 

すべての子どもに、       を。 

送迎に 

ついて 


